










よくあるご質問やご相談ご依頼から授業までの流れ

授業の日時や所要時間，人数など，授業の方法や進め方は？

授業の日時や時間など，ご希望をお聞かせください．
学校のご要望（クラス単位，学年ごとなど）に応じて柔軟に対応いたします．

授業の打ち合わせはどのように行っていますか？

ご依頼内容に基づいて，当センターから講師の決定，打ち合わせ日程の
ご相談について，メールでご連絡します．打ち合わせでは，授業内容や配慮事項
の確認，授業で使用する機材やツールの確認（ノートパソコン，スライド使用等），
授業で使用する資料の共有・確認などを行います．必要に応じて１，2回行って
います．打ち合わせ方法は，オンライン，対面のいずれにもご対応いたします．

講師（医療従事者またはがん経験者）は学校側で選択できますか？

学校のご要望に応じて講師を選定いたします．お申込みの際，具体的な
ご要望をご入力ください．

外部講師の講師料や交通費は？

外部講師の講師料や交通費について，学校側のご負担はありません．

がんの治療中，または病気の児童生徒がいます

担任教諭から，事前に保護者・児童/生徒へ，外部講師が授業を提供すること
についてお伝えいただき，児童/生徒・保護者の不安・懸念事項について把握
いただきたいと思います．事前打ち合わせの際，これらを共有し，具体的にどの
ような配慮が必要かを話し合いたいと思います．必要があれば，保護者の方へ，
外部講師による授業の資料（スライド）も事前にお渡しすることも可能です．
保護者の方から，授業内容の変更のご提案があった場合は対応いたします．

（参考資料：がん教育における配慮事項ガイドライン，一般社団法人 全国がん患者団体連合会)　 

問い合わせ
・

お申込み

必要事項

事務局より
ご連絡

講師決定の
ご連絡

事前
打ち合わせ

授業当日

ご要望の内容を確認次第，
事務局よりご連絡いたします．

ご依頼の授業内容に基づいて，最適な外部講師の
人選を行い，詳細の授業日時，講師を決定します．

外部講師，学校ご担当者様（教諭）と日程調整の上，
授業の打ち合わせを行います（オンライン）．
より良い授業を提供するために，ご担当の先生との
丁寧な打ち合わせ及び授業を受ける生徒さんの
情報共有（内容，配慮が必要な生徒の情報，保護者
様への事前のお知らせの依頼による反応など）
を行います．

授業終了後，ご担当の先生から生徒さんの学びに
ついて，フィードバックいただき，次回以降の授業の
参考にしています．

・学校名，担当者氏名／連絡先
・対象学年と人数，授業科目名，希望日程
・授業に対するご要望

https://okinawa-cancer-education.org/

okinawa.cancereducation@gmail.com
メール 

沖縄がん教育サポートセンター  ホームページ 

下記サイトのお問合わせフォーム，またはメールに
必要事項をご入力の上，お申込みください．
（お申込みは２～3か月前までにお願いします．）

（講師，目的・学習のねらいなど）

（電話・メール）
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がん教育の授業を提供した外部講師から，子どもたちの反応や
学びについてのメッセージが寄せられましたので，ご紹介します．

外部講師からのメッセージ

悩んだとき，思い出してほしい．
私だから伝えられる「安心」を届けます．

「ひとりじゃない．
あなたは誰かの愛しい人」．

苦しい経験のままでは終わらせない．
誰かの「希望」となり，心に光が差し込みますように．

成瀬 絵理（がん経験者）

授業を通して生徒の関心の高さに感動しました．
“がん”は特別な病気ではなく，誰にとっても身近な存在です．
正しい知識を持ち，

大嶺 ひとみ（両立支援コーディネーター・がん経験者）

自分と大切な人の命を守る行動に
繋げるきっかけになれたら嬉しいです．

がん教育の授業では，子どもたちの素直な言葉や
まなざしに，強い可能性を感じました．
自分や大切な人の命について考える時間は，

狩俣 勇斗（がん看護専門看護師・がん患者遺族）

子どもたちがこれから歩む
人生を支える土台になると思います．
先生方とともに，子どもたちの気づき，成長を
これからも見守っていければと思います．

生徒の皆さんが
一生懸命に授業を聴いてくれて，

感想もたくさんいただき，私にとっても
とても貴重な体験になりました．

もし，がんになったら…ともに支え合い，

島袋 枝梨子（作業療法士・がん患者遺族）

がんに対する正しい情報を
共有できるように，

私も精進したいと思います．今を大切に！

外部講師を経験して私たちの子どもの頃から
このような学習の機会があったら，
“がん”の告知を受けた時のショックが軽減できたのでは？
と感じました．子どもたちにはさまざまな体験を聞いたことから

大城ゆかり（がん経験者）

柔軟に対応できるようになって欲しいと願います．

私はサバイバーかつ高校教師として，生徒に自分の
体験を伝えています．高校生は社会経験が少ないため

「がん教育」では知識だけでなく，

がん経験者や医療者など
「本物と出会わせる」

喜友名 秀美（高等学校教諭・がん経験者）

ことが重要だと思います．

2020年乳がん発症．
がん治療を通じて学んだことや感じたこと，

自身の経験をお話しします．

新垣 志乃（沖縄がん教育サポートセンター理事・がん経験者）

“がん”を患っても
自分らしく生きていくことはできる！

22 23



外部講師からのメッセージ

「死ぬのは怖くないですか？」そんな直球の質問を予想していたが，
「がんの患者さんにはどう接したら良いですか？」との質問．

大人な6年生だった．

共感してもらえると痛みは半分になることを伝えた．
子どもたちの変容に期待したい．

豊見山 博子（ピアサポーター・がん経験者）

健康な子どもたちが，
“がん”や“健康”，“いのち”の
お話に興味を持ってくれるのか，
上手く伝わるのか不安でしたが，

久田 優子（がん経験者）

どの生徒さんも集中して
聴いてくれます．
私は“がん”だけではなく“難病”もあるので

「もし，友達や家族がなったら何をしてあげられるのか．
  健康な毎日が素晴らしいこと．」に重きをおいてお話しています．

子どもも大人もひとりで
抱え込まなくていい，

心と体の小さなサインに
寄り添える社会になりますように．

私の辛かった

金城 和久子
（がん経験者）

“がん”の経験が
誰かの力に

なればと願っています．

浦添総合病院の乳腺外科医師，臨床遺伝専門医として，
がん検診率向上を願い，がん教育を開始しました．

知識と勇気を育むため，学校や行政と連携し，

宮里 恵子（沖縄がん教育サポートセンター理事・医師）

がんと向き合う力を育てる活動をおこなっています．

中学校，高等学校，そして教育センターの研修会で
お話しする機会をいただきました．皆さんが熱心に
耳を傾けてくださり，温かい時間となりました．
生徒さんから「つらくても前向きになれると知り，
勇気をもらった」，「病気をもっと身近に考えたい」
との声，先生方からは

「体験者の話は説得力がある．
  離島にもぜひ」

とのお言葉をいただき，励みになりました．
まじま なおこ（がん経験者）

「あぁ，私の経験が子どもたちの
      未来に役立つんだ」と思える瞬間．
“がん”を経験したからこそ伝えられる

「いのちの大切さ」「支えてくれる人のありがたさ」．
この活動は，がんと共に生きる社会づくりへの貢献で
あり私にとって大きな学びです．

りえさん（認定看護師・がん経験者）

がんになったからこそ
気づけたことがあります．
そしてそれが今の励みに
なっています．授業のたびに
私にとっても学びが
あります．生徒さん，
先生方，外部講師の方々，
みなさんに感謝です．
いくこ（がん経験者）

照屋 典子
（沖縄がん教育サポートセンター 理事・看護師）

を見るたびに，
この学びが持つ大きな力を実感します．

こうした学びがこれからも広がっていくことを
願っています．

外部講師の語りに
耳を傾ける

子どもたちのキラキラした表情
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資料・参考リンク集

１．文部科学省が提供する がん教育関連資料

● がん教育推進のための教材 補助教材
　 小学校，中学校・高等学校版がん教育プログラム 補助教材
　 教師用指導参考資料や映像教材，スライド教材など

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/1385781.htm

2．がんに関する基礎情報サイト

● がん情報サービス（国立がん研究センター）
　 信頼性の高いがんに関する情報サイト.　
　 授業準備や質問対応に活用できます．

https://ganjoho.jp/public/index.html

● 外部講師を活用したがん教育実践ガイドライン
　 外部講師を活用したがん教育の進め方など

3．がん教育における配慮事項について

● がん教育における配慮事項ガイドライン
　（一般社団法人　全国がん患者団体連合会）
　 学校における基本的な配慮事項と対応例などが掲載されています

● 日本対がん協会 がんの基礎知識
　 がんの統計情報や各種がんの基礎知識をわかりやすく掲載．

https://www.jcancer.jp/information/

https://x.gd/Yr9bT

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/20210312-mxt_kouhou02-1.pdf

　本ハンドブックは，がん教育における外部講師
の役割と活用の意義を，先生方により身近に感じ
ていただくために作成しました．医療従事者の
専門的な知識，がん経験者やがん患者家族／
遺族の実体験は，子どもたちが「自分の健康を
考える力」を育むうえで大切な学びとなります．
　沖縄には，相手を思いやり，寄り添う気持ちを
表す「ちむぐくる（肝心）」という言葉があります．
外部講師の皆さんが語る経験や思いには，この
“ちむぐくる”があたたかく息づいています． 
　本ハンドブックが，外部講師の活用を検討する
際の安心に役立ち，学校と地域が“ちむぐくる”で
つながり，子どもたちの未来を支える力となれば
幸いです．

おわりに

琉球大学医学部保健学科・教授　
沖縄がん教育サポートセンター・理事 照屋 典子

おきなわ がん教育ハンドブック ～ちむぐくる（肝心）でつなぐ がん教育～　
発 行 日：2026年３月24日
発 行 元：琉球大学医学部保健学科　成人・がん看護学　照屋 典子
　　　　  沖縄がん教育サポートセンター　理 事 長 　　　徳元 亮太
編　　集：沖縄がん教育サポートセンター　玉寄 育子／照屋 典子／徳元 亮太
編集協力：糸満市立糸満小学校，豊見城市立上田小学校，那覇市立金城中学校，
　　　　  沖縄県立開邦中学校，沖縄県立那覇国際高等学校
印　　刷：国際印刷株式会社　〒901-0147　沖縄県那覇市宮城1-13-9
本冊子は，2025年度科学研究費基盤研究(C)「がん体験者を活用した児童へのがん教育普及
のための授業支援プログラムの構築」（研究代表者：照屋典子）の助成を受けて作成しました．

26 27



OKINAWA CANCER EDUCATION
SUPPORT CENTER

Okinawa Cancer Education
HANDBOOK

おきなわ がん教育
ハンドブック

おきなわ がん教育
ハンドブック

おきなわ がん教育
ハンドブック

～ちむぐくる（肝心）でつなぐ がん教育～　


